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大
正
作
家
と
中
国
と
の
関
連
を
言
う
と
き
、
す
ぐ
思
い
浮
か
ぶ
の
は
谷
崎
潤
一
郎
、
佐
藤
春
夫
、
芥
川
龍
之
介
、
木
下
杢
太
郎
な
ど
と
い
っ
た
作
家
ぐ
ら
い
で
、

そ
の
数
が
明
治
時
代
と
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
少
な
い
が
、
し
か
し
、
右
の
作
家
た
ち
は
い
ず
れ
も
大
正
時
代
に
お
い
て
の
大
家
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
作
家
た
ち
は
大
正
時
代
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
支
那
趣
味
」
を
持
つ
作
家
た
ち
で
あ
る
。「
支
那
趣
味
」
と
い
う
言
葉
が
生
活
の
西
洋
化
が
進
ん
だ
大
正
時
代
に
生

ま
れ
た
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
来
、
文
学
者
を
含
む
日
本
人
が
、
社
会
に
お
け
る
各
分
野
で
欧
米
を
追
う
中
で
、
こ
れ
ら
の
文
学
者
た
ち
は
、
ど

う
し
て
中
国
に
関
心
を
寄
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
当
時
の
中
国
は
ど
の
よ
う
に
彼
ら
の
眼
に
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
「
支
那
趣
味
」
の
内
実

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
文
で
は
、
谷
崎
潤
一
郎
と
芥
川
を
例
に
あ
げ
、
大
正
作
家
の
「
支
那
趣
味
」
を
見
て
い
き
た
い
。 
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明
治
時
代
に
お
い
て
、
幸
田
露
伴
、
森
鴎
外
、
夏
目
漱
石
な
ど
の
大
作
家
た

ち
が
広
く
、
深
い
漢
籍
の
素
養
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
近
代
化
の
進
行
と
と
も
に
知
識
人
の
間
で
も
「
支
那
」
を
離
れ
る
傾

向
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
正
作
家
と
中
国
と
の
関
連
を
言
う
と
き
、

す
ぐ
思
い
浮
か
ぶ
の
は
谷
崎
潤
一
郎
、
佐
藤
春
夫
、
芥
川
龍
之
介
、
木
下
杢
太

郎
な
ど
と
い
っ
た
作
家
ぐ
ら
い
で
、
そ
の
数
が
明
治
時
代
と
比
べ
る
と
ず
い
ぶ

ん
少
な
い
が
、
右
の
作
家
た
ち
は
い
ず
れ
も
歴
史
の
短
い
大
正
時
代
に
お
い
て

の
大
家
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
家
た
ち
は
大
正
時
代
に
お

い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
支
那
趣
味
」
を
持
つ
作
家
た
ち
で
あ
る
。 

「
支
那
趣
味
」
と
い
う
言
葉
が
最
初
に
現
れ
た
の
は
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）

年
一
月
号
の
「
中
央
公
論
」
で
あ
っ
た
。
一
月
号
の
「
中
央
公
論
」
に
、「
支
那

趣
味
の
研
究
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
五
篇
の
文
章
が
並
ん
だ
。
小
杉
未

醒
「
唐
土
雑
観
」
、
佐
藤
功
一
「
私
の
支
那
趣
味
観
」
、
伊
藤
忠
太
「
住
宅
か
ら

見
た
支
那
」
、
後
藤
朝
太
郎
「
支
那
文
人
と
文
房
具
」
、
谷
崎
潤
一
郎
「
支
那
趣

味
と
云
ふ
こ
と
」
と
い
う
順
番
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、「
支
那
趣
味
」
と
い
う
言
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葉
は
ま
た
た
く
間
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
時
代
に
お
い
て
、
文

壇
で
は
中
国
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
背
景
に
は
、
西
洋
化
さ
れ
た
と
は
い
え
、

ま
だ
多
く
の
作
家
た
ち
が
深
い
漢
学
素
養
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
と
き

の
日
本
は
す
で
に
中
国
本
土
に
勢
力
圏
を
確
保
し
た
た
め
、
個
人
の
中
国
旅
行

が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
二
つ
の
こ
と
が
あ
る
と
言
え
る
。
実
際
、
芥
川
、
谷

崎
潤
一
郎
、
佐
藤
春
夫
、
木
下
杢
太
郎
ら
は
い
ず
れ
も
当
時
の
中
国
を
訪
ね
、

そ
れ
ぞ
れ
中
国
に
対
し
て
異
な
る
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
己
の
中
国
像
を
作
品

に
託
し
た
。
佐
藤
春
夫
は
エ
ッ
セ
ー
の
「
支
那
雑
記
」
の
序
文
の
「
か
ら
も
の

因
縁
」（
未
詳
）
で
、
自
分
は
「
支
那
学
研
究
者
」
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
「
支

那
趣
味
愛
好
者
ぐ
ら
ゐ
」
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
支
那
小
説
の
翻
案
で
あ

る
「
李
太
白
」（
大
正
七
年
）
を
は
じ
め
、「
自
分
の
全
著
作
の
半
分
か
三
分
の

一
位
は
支
那
に
縁
故
の
あ
る
こ
と
が
書
い
て
あ
る
」
と
書
き
、
中
国
愛
好
者
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
佐
藤
春
夫
は
後
年
、
芥
川
と
一
緒
に
漢
詩
を
翻

訳
す
る
計
画
を
立
て
た
が
、
芥
川
の
自
殺
に
よ
っ
て
、
共
訳
が
実
行
で
き
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
佐
藤
春
夫
は
一
人
で
『
車
塵
集
』
な
ど
の
漢
詩
翻
訳
集
を
だ

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
「
女
誡
扇
綺
譚
」
（
大
正
十
四
年
）

や
、
台
湾
旅
行
の
思
い
出
を
も
と
に
書
か
れ
た
「
蝗
の
大
旅
行
」（
大
正
十
五
年
）

な
ど
の
作
品
も
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
木
下
杢
太
郎
の
場
合
、
実
際
に
当
時
の
中

国
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
大
正
五
年
、
医
者
と
し
て
、
三
十
一
歳
の
と
き
に

中
国
に
渡
り
、
南
満
医
学
堂
教
授
兼
奉
天
病
院
皮
膚
科
部
長
と
し
て
、
満
州
で

五
年
間
の
歳
月
を
過
ご
し
た
。「
パ
ン
の
会
」
の
創
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
代
表
者
の
木
下
杢
太
郎
は
、
中
国
で
の
五
年
間
、
北
京
を
は
じ
め
と
す

る
中
国
各
地
を
旅
行
し
、
中
国
古
典
や
仏
教
美
術
に
目
を
向
け
た
。
の
ち
に
永

井
荷
風
の
「
濹
東
綺
譚
」
の
挿
絵
を
描
く
画
家
木
村
荘
八
と
の
共
著
『
大
同
石

仏
寺
』
は
そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
中
国
の
説
話
文
学
や
怪
奇

文
学
か
ら
、
子
供
向
き
の
作
品
を
選
ん
で
訳
し
、『
支
那
伝
説
集
』
に
ま
と
め
て

い
る
。
ま
た
、『
牡
丹
燈
記
』
も
訳
し
て
い
る
。 

「
支
那
趣
味
」
と
い
う
言
葉
が
生
活
の
西
洋
化
が
進
ん
だ
大
正
時
代
に
生
ま

れ
た
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
来
、
文
学
者
を
含
む
日
本
人

が
、社
会
に
お
け
る
各
分
野
で
欧
米
を
追
う
中
で
、こ
れ
ら
の
文
学
者
た
ち
は
、

ど
う
し
て
中
国
に
関
心
を
寄
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
当
時
の
中
国
は
ど
の

よ
う
に
彼
ら
の
眼
に
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
「
支
那
趣
味
」

の
内
実
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
文
で
は
、
谷
崎
潤
一
郎
と
芥

川
を
例
に
あ
げ
、
大
正
作
家
の
「
支
那
趣
味
」
を
見
て
い
き
た
い
。 

  
 
 
 

二 

 

谷
崎
潤
一
郎
は
幼
少
時
代
か
ら
漢
籍
に
親
し
ん
で
き
た
作
家
で
あ
る
。
年
譜

に
よ
る
と
、
谷
崎
は
十
三
歳
の
時
に
秋
香
塾
で
漢
学
を
習
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。「
小
学
校
に
ゐ
る
時
、
漢
学
塾
へ
通
つ
て
ゐ
た
の
で
、
漢
文
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
は
大
概
そ
の
頃
に
読
み
、
和
文
の
方
も
大
抵
読
ん
だ
」
と
回
想
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、坂
本
小
学
校
時
代
の
恩
師
稲
葉
清
吉
に
つ
い
て
、「
漢
文
の
素
養
は
、

一
般
に
今
よ
り
程
度
の
高
か
つ
た
当
時
と
し
て
も
普
通
の
小
学
校
の
教
師
よ
り

は
水
準
を
抜
い
て
い
た
で
あ
ら
ふ
と
思
ふ
」
と
言
い
、
こ
の
稲
葉
か
ら
漢
学
の

薫
陶
を
多
く
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
幼
年
時
代
は
成
長
後
の
谷
崎

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幼
少
時
代
の
環
境
が
人
間
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
既
に
七
十
五
歳
の
谷
崎
は
「
私
の
「
幼
少
時
代
」
に

つ
い
て
」
に
、
次
の
よ
う
に
語
る
。 

  
 

自
分
が
小
説
作
家
と
し
て
今
日
ま
で
に
成
し
遂
げ
た
仕
事
は
、
従
来
考
へ

（
１
）

（
２
）

（
４
）

（
３
）
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て
ゐ
た
よ
り
も
一
層
多
く
、
自
分
の
幼
少
時
代
の
環
境
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
私
は
今
迄
、
自
分
が
今
あ

る
や
う
な
人
間
に
な
つ
た
の
は
、
青
年
時
代
以
後
の
学
問
や
、
経
験
や
、
社

會
と
の
接
觸
や
、
諸
先
輩
諸
友
人
と
の
切
磋
琢
磨
に
依
る
の
で
あ
る
と
考
へ

て
ゐ
た
け
れ
ど
も
、
今
日
に
至
つ
て
振
り
返
つ
て
見
る
と
餘
人
は
知
ら
ず
、

私
の
場
合
は
、
現
在
自
分
が
持
つ
て
ゐ
る
も
の
ゝ
大
部
分
が
、
案
外
幼
少
年

時
代
に
既
に
悉
く
芽
生
え
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
て
、
青
年
時
代
以
後
に
於
い
て

ほ
ん
た
う
に
身
に
つ
い
た
も
の
は
、
そ
ん
な
に
澤
山
は
な
い
や
う
な
氣
が
す

る
の
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
私
が
、「
幼
少
時
代
」
に
於
け
る
小
学
校
の
「
稲
葉

先
生
」
な
ど
か
ら
學
び
取
つ
た
も
の
は
後
年
い
ろ
／
＼
な
形
で
さ
ま
／
＼
な

作
品
の
中
に
跡
を
印
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、（
そ
れ
は
そ
の
稲
葉
先
生
が
特

別
優
秀
な
先
生
だ
つ
た
せ
ゐ
で
も
あ
る
が
、）中
學
以
後
の
先
生
た
ち
か
ら
受

け
入
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
さ
ほ
ど
著
し
い
感
化
を
遺
し
て
ゐ
な

い
。 

（
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
二
十
二
巻 

中
央
公
論
社 
一
九
八
三
年
六
月
） 

 

漢
学
塾
や
稲
葉
か
ら
受
け
た
感
化
の
ほ
か
、
谷
崎
が
「
支
那
趣
味
と
云
ふ
こ

と
」
に
お
い
て
、「
子
供
の
時
に
は
漢
學
の
塾
へ
通
つ
た
し
、
母
は
私
に
十
八
史

略
を
教
へ
た
も
の
で
あ
つ
た
。」
と
書
き
、
母
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
影
響
の
下
で
、
青
年
期
の
谷
崎
は
中
国
物
を
数
多
く
書
い
た
。
周
知

の
通
り
、
谷
崎
は
、
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
九
月
に
創
刊
さ
れ
た
第
二

次
「
新
思
潮
」
に
同
人
と
し
て
参
加
し
、
そ
の
「
新
思
潮
」
に
寄
せ
た
作
品
が
、

永
井
荷
風
の
激
賞
を
得
、
作
家
と
し
て
活
躍
し
始
め
た
。
こ
の
時
、
谷
崎
は
既

に
中
国
物
「
麒
麟
」
を
書
い
て
い
た
。
こ
の
作
は
当
時
の
彼
の
漢
学
教
養
の
一

端
を
表
す
作
品
で
あ
る
。
あ
ら
す
じ
を
次
に
簡
単
に
要
約
す
る
。 

衛
国
の
君
主
で
あ
る
霊
公
は
美
し
い
南
子
を
得
た
後
、
た
ま
た
ま
町
を
通
る

孔
子
を
見
て
、「
天
下
を
平
げ
る
術
を
授
か
り
た
い
」
と
、
孔
子
の
一
行
を
呼
び

止
め
た
。
そ
の
日
か
ら
、
霊
公
の
心
を
左
右
す
る
の
は
南
子
の
言
葉
で
な
く
な

っ
て
、
孔
子
の
言
葉
で
あ
る
。
南
子
の
と
こ
ろ
に
来
る
夜
も
な
く
な
っ
た
。
夫

の
心
を
支
配
で
き
な
く
な
っ
た
南
子
は
、
霊
公
に
「
妾
は
あ
な
た
を
直
ち
に
孔

子
の
掌
か
ら
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。：
：
：
妾
は
総
べ
て
の
男
の
魂
を
奪

ふ
術
を
得
て
居
ま
す
。
妾
は
や
が
て
彼
の
孔
丘
と
云
ふ
聖
人
を
も
、
妾
の
捕
虜

に
し
て
見
せ
ま
せ
う
」
と
宣
言
す
る
。
南
子
は
宣
言
を
実
行
す
る
た
め
、
孔
子

を
宮
殿
に
呼
び
寄
せ
た
。
そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
の
も
て
な
し
を
し
、
結
局
、
孔

子
の
一
行
は
そ
の
翌
日
の
朝
、曹
の
国
を
さ
し
て
、再
び
伝
道
の
途
に
上
っ
た
。

衛
の
国
を
去
る
と
き
、
孔
子
が
「
吾
未
見
好
徳
如
好
色
者
也
」
と
言
っ
た
。
こ

の
作
品
の
素
材
は
『
論
語
』
や
『
史
記
』
か
ら
取
っ
て
い
る
こ
と
が
言
う
ま
で

も
な
い
。
徳
田
進
は
「
谷
崎
文
学
と
中
国
古
典
と
の
交
渉
―
「
麒
麟
」
を
中
心

に
―
」
に
お
い
て
、「
麒
麟
」
を
、「
論
語
を
横
と
し
、
こ
れ
に
儒
教
関
係
の
著

名
書
を
織
り
こ
ん
で
、
取
材
、
着
想
、
想
像
、
構
成
に
破
綻
の
な
い
「
麒
麟
」

を
創
作
し
た
が
、青
年
文
士
で
あ
っ
た
氏
に
こ
れ
だ
け
の
材
料
が
消
化
で
き
て
、

よ
く
谷
崎
文
学
の
初
期
の
世
界
を
展
開
し
た
の
は
、
氏
の
少
年
時
代
か
ら
の
漢

籍
に
よ
る
教
養
や
中
国
的
雰
囲
気
へ
の
親
馴
と
憧
憬
、
お
よ
び
独
創
力
に
由
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
」
と
評
価
す
る
。 

漢
文
に
対
す
る
興
味
と
中
国
へ
の
憧
憬
か
ら
、
大
正
七
年
十
月
か
ら
十
二
月

に
か
け
て
、
谷
崎
は
私
費
で
、
朝
鮮
、
満
州
を
へ
て
中
国
大
陸
（
北
京
、
漢
口
、

九
江
、
廬
山
、
南
京
、
蘇
州
、
上
海
、
杭
州
）
を
旅
行
し
た
。
こ
の
旅
行
か
ら
、

一
連
の
中
国
物
が
生
ま
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
に
、「
美
食
倶
楽
部
」（
「
大
阪
朝

日
新
聞
」
一
月
～
二
月
）、「
蘇
州
日
記
」（
「
中
央
公
論
」
）、「
支
那
旅
行
」（
「
雄

弁
」
）
、「
秦
淮
の
夜
」（
「
中
外
」
）
な
ど
の
作
品
が
、
二
月
に
発
表
さ
れ
、「
青
磁

（
５
）

（
６
）

（
７
）
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色
の
女
」（
の
ち
「
西
湖
の
月
」「
改
造
」
）
、「
支
那
劇
を
観
る
記
」（
「
中
央
公
論
」
）

が
六
月
に
発
表
さ
れ
、「
天
鵞
絨
の
夢
」
が
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
大

阪
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
他
に
も
大
正
九
年
の
「
蘇
東
坡
」
（
「
改

造
」
八
月
）
、
大
正
十
年
の
「
鶴
唳
」（
「
中
央
公
論
」
七
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
大
正
七
年
の
中
国
旅
行
に
、
谷
崎
は
大
い
に
満
足
し
、「
今
度
は
亦
春
に
で

も
な
つ
た
ら
も
う
一
遍
支
那
へ
行
つ
て
見
よ
う
と
思
つ
て
居
る
」
（
「
支
那
旅

行
」
）
と
語
っ
た
。
右
の
中
国
物
は
い
ず
れ
も
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に
満
ち

た
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
、「
鶴
唳
」
を
選
ん
で
、
谷
崎
の
「
支
那
趣
味
」

を
分
析
し
て
い
き
た
い
。 

  
 
 
 

三 

 

「
鶴
唳
」
は
、
主
人
公
兼
語
り
手
の
「
私
」
が
散
歩
の
途
中
、
人
家
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
に
不
思
議
な
家
を
見
つ
け
、
そ
の
家
と
そ
こ
に
住
む
、
世
間
と
隔

離
し
た
人
間
に
ひ
か
れ
て
い
く
物
語
で
あ
る
。
三
月
の
天
気
の
良
い
あ
る
日
、

「
私
」
は
昼
飯
を
済
ま
せ
、
町
の
城
址
に
あ
る
公
園
か
ら
、
一
帯
の
別
荘
の
多

い
小
山
の
方
へ
、
ぶ
ら
ぶ
ら
散
歩
に
出
か
け
た
。
道
を
拾
い
な
が
ら
、
西
洋
館

だ
の
別
荘
だ
の
の
建
物
を
見
て
、「
こ
ん
な
所
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
つ
た
か
知
ら

ん
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、「
私
」
は
古
ぼ
け
た
石
の
塀
の
あ
る
一
軒
の
家
を
発
見

し
た
。
そ
れ
は
恐
ろ
し
く
年
数
の
経
っ
た
も
の
ら
し
く
、
今
で
も
崩
れ
そ
う
な

建
物
で
、「
全
く
こ
の
邊
の
別
荘
と
は
趣
が
違
つ
た
」
家
で
あ
る
。
し
か
し
、「
私
」

は
さ
ら
に
不
思
議
な
光
景
を
目
撃
し
た
。そ
れ
は
池
の
汀
に
居
る
一
匹
の
鶴
と
、

そ
の
傍
に
い
る
一
人
の
支
那
服
を
着
る
少
女
で
あ
る
。「
私
」
は
庭
を
見
回
り
な

が
ら
、
池
の
前
に
立
て
ら
れ
た
支
那
風
の
建
物
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
そ
れ
は
「
箱

根
細
工
の
組
み
物
の
や
う
に
、
全
軆
が
紫
檀
に
似
た
木
材
で
組
み
合
わ
せ
て
あ

る
か
と
思
は
れ
る
、
二
階
建
て
の
、
非
常
に
可
愛
ら
し
い
、
や
つ
と
室
内
に
人

間
が
立
て
る
く
ら
ゐ
な
樓
閣
」
で
あ
る
。
樓
閣
の
正
面
に
「
鎖
瀾
閣
」
と
書
い

て
あ
る
額
が
あ
る
。「
私
」
は
じ
っ
と
石
塀
に
し
が
み
付
い
た
ま
ま
、
気
長
に
中

を
覗
き
込
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
約
三
十
分
が
経
つ
と
、
黒
繻
子
の
服
を
着
た

支
那
人
の
男
が
出
て
き
た
。男
は
支
那
語
で
先
の
少
女
と
何
か
妙
な
話
を
し
た
。

家
に
帰
っ
て
、「
私
」
が
今
日
の
こ
と
を
「
妻
」
に
話
す
と
、「
妻
」
が
案
外
詳

し
く
知
っ
て
い
る
。「
妻
」
の
話
に
よ
る
と
、「
支
那
風
の
建
物
」
の
主
人
は
実

は
日
本
人
で
あ
る
。
男
（
靖
之
助
）
は
土
地
の
素
封
家
の
息
子
で
、「
東
京
の
帝

大
の
文
科
」
を
出
た
あ
と
、
人
並
み
に
結
婚
も
し
た
が
、
し
か
し
、
ま
も
な
く

人
間
嫌
い
、
世
間
嫌
い
に
な
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

彼
は
前
か
ら
好
き
だ
っ
た
漢
籍
の
世
界
に
入
っ
て
い
っ
た
。
彼
は
「
支
那
文
学
」

に
熱
中
す
る
だ
け
で
な
く
、
身
の
回
り
の
道
具
な
ど
も
な
る
べ
く
「
支
那
製
」

の
も
の
に
し
て
い
き
、
支
那
へ
の
憧
れ
を
強
め
て
い
く
。
つ
い
に
、
男
は
「
支

那
へ
行
き
た
い
」
と
妻
に
言
い
、
家
を
捨
て
て
大
陸
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
中
国
で
の
七
年
間
、「
支
那
の
女
」
と
一
緒
に
杭
州
、
蘇
州
、
鎮
江
、
南

京
、
成
都
な
ど
の
、
大
陸
を
転
々
と
巡
り
歩
く
。
そ
し
て
、「
支
那
の
女
」
と
鶴

を
持
っ
て
、
日
本
に
戻
っ
て
き
た
時
、
も
う
一
文
無
し
の
身
で
あ
っ
た
。「
私
」

が
見
た
建
物
は
支
那
か
ら
材
料
を
取
り
寄
せ
て
立
て
た
も
の
で
あ
り
、
少
女
は

男
の
一
人
娘
の
照
子
で
あ
る
。
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
靖
之
助
は
「
支
那
の

女
」
と
一
緒
に
い
る
ば
か
り
で
、
日
本
語
も
話
さ
な
い
、
自
分
の
妻
の
こ
と
も

見
な
い
。
と
う
と
う
惨
事
が
起
こ
っ
た
。
父
の
機
嫌
を
取
る
た
め
に
、
照
子
は

支
那
服
を
着
、
支
那
語
を
話
す
が
、
つ
い
に
我
慢
の
限
界
が
来
た
。
照
子
は
あ

の
庭
で
「
支
那
の
女
」
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
照
子
は
「
お
母
さ
ん
の
敵
」
と

言
っ
て
、
彼
女
の
喉
へ
、
ブ
ツ
リ
と
短
刀
を
突
き
刺
し
た
の
で
あ
る
。 

「
鶴
唳
」
は
大
正
十
年
の
七
月
に
、「
中
央
公
論
」
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
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り
、
谷
崎
の
右
記
の
よ
う
に
「
支
那
趣
味
」
に
満
ち
た
作
品
で
あ
る
。
大
正
十

年
の
七
月
と
い
う
と
、
大
正
七
年
の
中
国
旅
行
か
ら
、
三
年
が
経
と
う
と
す
る

頃
と
言
え
る
。
人
物
設
定
か
ら
言
う
と
、
主
人
公
の
「
私
」
は
い
つ
も
書
斎
の

中
に
立
て
籠
も
っ
て
い
る
、
世
間
知
ら
ず
の
文
人
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

読
者
は
「
私
」
は
作
家
の
谷
崎
自
身
で
あ
る
と
想
像
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
靖
之
助
の
「
東
京
の
帝
大
の
文
科
」
と
、
漢
籍
好
き
と
い
う
設
定
か
ら
見

る
と
、そ
れ
も
谷
崎
を
髣
髴
と
す
る
人
物
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。と
も
か
く
、

作
中
の
「
私
」
と
靖
之
助
は
い
ず
れ
も
谷
崎
の
分
身
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き

る
。 そ

し
て
、
靖
之
助
が
中
国
か
ら
持
っ
て
き
た
二
つ
の
「
み
や
げ
」
（
鶴
と
女
）

は
、
彼
の
「
支
那
趣
味
」
の
内
実
を
暴
露
す
る
。
鶴
と
い
う
動
物
が
中
国
で
は
、

「
仙
鶴
」
と
呼
ば
れ
、
長
寿
の
動
物
と
し
て
尊
ば
れ
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
崔
顥
の
著
名
な
詩
の
「
黄
鶴
楼
」
に
は
、「
仙
人
已
乗
黄
鶴
去
、
此

地
空
余
黄
鶴
楼
」
と
い
う
句
が
あ
る
。
鶴
が
常
に
仙
人
と
一
緒
に
連
想
さ
れ
、

仙
人
の
乗
り
物
と
す
る
見
方
も
普
通
で
あ
る
。
道
家
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る

存
在
で
あ
る
。
植
物
に
例
え
る
と
、
松
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

鶴
は
中
国
で
は
稀
少
な
動
物
で
あ
る
た
め
、
一
種
の
幻
想
的
な
要
素
が
あ
る
動

物
で
も
あ
る
。「
鶴
唳
」
に
出
て
く
る
池
と
鶴
の
絵
は
あ
た
か
も
谷
崎
自
身
の
、

憧
れ
の
「
仙
境
」
（
「
蘇
州
紀
行
」
）
の
よ
う
で
あ
る
。 

作
品
中
の
「
支
那
の
女
」
は
揚
州
の
生
ま
れ
と
い
う
。
中
国
を
旅
行
し
た
と

き
、
谷
崎
は
中
国
の
北
よ
り
、
南
を
好
ん
で
い
る
。
例
え
ば
「
支
那
旅
行
」（
前

出
）
に
お
い
て
、
谷
崎
は
「
其
間
で
一
番
何
處
が
面
白
か
つ
た
か
と
人
に
訊
か

れ
る
が
、
何
處
と
云
つ
て
別
に
な
い
が
、
氣
に
入
つ
た
の
は
、
南
京
、
蘇
州
、

上
海
の
方
面
で
あ
る
。
あ
の
邊
は
北
方
か
ら
見
る
と
景
色
も
非
常
に
よ
い
し
、

樹
木
も
よ
く
茂
り
、
人
間
も
綺
麗
で
あ
つ
た
」
と
書
き
、
南
国
を
気
に
入
る
理

由
の
一
つ
と
し
て
、「
人
間
が
綺
麗
で
あ
つ
た
」
を
挙
げ
る
。
し
か
し
、
作
中
に

「
支
那
の
女
」
は
「
十
七
八
の
可
愛
ら
し
い
支
那
の
婦
人
」
で
あ
る
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
以
外
の
描
写
が
な
い
。
彼
女
に
関
す
る
記
述
は
靖
之
助

の
口
か
ら
、
そ
の
情
報
の
一
部
が
伝
え
ら
れ
る
。
靖
之
助
が
妻
に
、「
自
分
の
為

め
を
思
つ
て
く
れ
る
な
ら
、
何
卒
此
の
女
を
粗
略
に
し
な
い
で
く
れ
、
此
の
女

が
傍
に
居
て
く
れ
れ
ば
、
自
分
は
日
本
に
居
て
も
支
那
に
居
ら
れ
る
、
自
分
は

「
支
那
」
を
愛
す
る
や
う
に
此
の
女
を
愛
す
る
、
自
分
が
憧
れ
る
「
支
那
」
の

凡
べ
て
は
、
今
で
は
此
の
女
と
鶴
に
あ
る
の
だ
」
（
「
鶴
唳
」）
と
言
う
。
ま
た
、

本
文
の
最
後
に
、「
彼
女
は
、
や
つ
と
照
子
と
同
じ
く
ら
ゐ
な
小
柄
な
女
で
、
而

も
非
常
に
小
ひ
さ
な
足
を
持
つ
て
居
た
」
と
の
よ
う
な
、「
支
那
の
女
」
に
関
す

る
情
報
が
書
か
れ
る
。 

「
支
那
の
女
」
と
い
う
と
、
大
正
八
年
の
「
秦
淮
の
夜
」（
前
出
）
の
ヒ
ロ
イ

ン
の
花
月
樓
が
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
よ
う
。
花
月
樓
の
様
態
に
つ
い
て
、「
皮
膚
は

茶
褐
色
に
黒
ず
ん
で
居
る
が
、
肌
目
は
飽
く
ま
で
も
滑
ら
か
で
、
黒
繻
子
の
服

に
包
ま
れ
た
四
肢
の
骨
組
み
は
鯉
の
や
う
に
し
な
や
か
な
の
で
あ
る
。
日
本
の

美
人
に
あ
る
や
う
な
細
面
の
、
而
も
小
造
り
な
暗
い
顔
立
て
は
、
先
の
女
の
嬌

態
に
及
ば
な
い
と
し
て
も
、
あ
の
女
を
ル
ビ
ー
と
す
れ
ば
、
こ
の
女
は
黒
曜
石

に
似
た
憂
鬱
が
あ
つ
た
。
年
は
十
七
で
、
名
前
を
花
月
樓
と
呼
ん
で
、
揚
州
の

生
ま
れ
で
あ
る
」
（
「
秦
淮
の
夜
」
）
と
書
か
れ
る
。「
鶴
唳
」
の
「
支
那
の
女
」

は
花
月
樓
と
同
じ
く
揚
州
生
ま
れ
で
、
十
七
八
ぐ
ら
い
の
、
小
造
り
の
女
で
あ

る
。「
秦
淮
の
夜
」
の
最
後
に
、「
私
は
纔
か
に
彼
女
の
名
前
を
支
那
音
で
呼
び

續
け
つ
ゝ
、
兩
手
の
間
に
細
長
い
顔
を
抱
き
挾
ん
だ
。
挾
ん
で
見
る
と
掌
の
中

に
ず
つ
ぽ
り
隠
れ
て
し
ま
ふ
ほ
ど
な
小
さ
な
愛
ら
し
い
顔
で
あ
つ
た
。
力
を
籠

め
て
ぎ
ゆ
つ
と
壓
し
た
ら
ば
、
壊
れ
て
し
ま
ひ
さ
う
な
柔
ら
か
な
骨
組
で
あ
つ

た
。
大
人
の
や
う
に
整
つ
た
、
赤
兒
の
や
う
に
生
々
し
い
目
鼻
立
ち
で
あ
る
と
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私
は
思
つ
た
。私
は
急
に
、挾
ん
だ
顔
を
い
つ
ま
で
も
放
し
た
く
な
い
や
う
な
、

激
し
い
情
緒
の
胸
に
突
き
上
げ
て
来
る
の
を
覚
え
た
」（
同
右
）
と
い
う
文
が
あ

る
。
こ
れ
を
読
む
と
、「
支
那
の
女
」
は
「
い
つ
ま
で
も
放
し
た
く
な
い
」
花
月

樓
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、「
鶴
唳
」
は
「
秦
淮
の

夜
」
の
延
長
で
あ
る
。
ま
た
、「
一
言
半
句
も
支
那
語
を
解
す
る
こ
と
の
出
来
な

い
私
は
、
其
の
可
憐
な
る
媚
び
に
對
し
て
、
報
ゆ
る
術
を
知
ら
な
い
の
が
悲
し

か
つ
た
」（
「
秦
淮
の
夜
」
）
を
受
け
て
、「
鶴
唳
」
の
靖
之
助
は
中
国
語
が
出
来
、

も
う
言
語
に
対
す
る
不
自
由
が
な
く
な
る
。
そ
れ
に
「
己
は
一
生
日
本
語
は
話

さ
な
い
」（「
鶴
唳
」
）
と
言
い
張
る
。
し
か
し
、
靖
之
助
の
よ
う
な
、
日
本
に
住

ん
で
い
る
の
に
、
中
国
語
を
話
す
、
中
国
の
道
具
を
用
い
る
日
本
人
は
い
っ
た

い
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
谷
崎
は
ど
う
し
て
こ
の
人
物
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
其
の
背
景
に
は
、
大
正
七
年
の
中
国
旅
行
が
あ
る
こ
と
を
看
過
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。 

大
正
七
年
、
鉄
道
院
の
作
製
に
よ
る
旅
行
案
内
書
『
朝
鮮
満
州
・
支
那
案
内
』

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
案
内
書
は
先
行
し
た
英
文
東
亜
案
内
書
を
ベ
ー
ス
と
し

な
が
ら
、「
支
那
各
地
帝
国
領
事
館
」、
お
よ
び
「
外
務
省
通
商
局
」
か
ら
「
南

満
州
鉄
道
、
日
本
郵
船
、
東
洋
汽
船
、
大
阪
商
船
、
日
清
汽
船
」
な
ど
の
企
業

に
い
た
る
ま
で
、
当
時
の
大
日
本
帝
国
の
ア
ジ
ア
進
出
を
支
え
て
い
た
機
関
の

協
力
を
得
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
最
新
か
つ
正
確
な
情
報
の
集
成
を
図
っ
た
一
大

企
画
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
案
内
書
は
二
週
間
で
再
版
、
一
ヶ
月
で
三
版
を

発
行
し
て
い
た
。
当
時
に
お
い
て
、
定
価
五
円
の
高
級
案
内
書
を
持
っ
て
、
中

国
に
渡
る
日
本
人
の
数
が
多
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
谷
崎
も
そ
の
中
の
一
人
で

あ
る
。
朝
鮮
・
満
州
を
経
て
、
北
京
か
ら
上
海
へ
と
辿
っ
た
こ
の
一
回
目
の
中

国
旅
行
は
、「
支
那
趣
味
」
を
持
つ
谷
崎
を
大
い
に
満
足
さ
せ
た
。
先
述
し
た
通

り
、
谷
崎
は
北
よ
り
南
を
好
ん
で
い
た
。「
蘇
州
紀
行
」
に
、「
河
上
の
方
に
は

兩
岸
に
一
と
叢
の
灌
木
の
林
が
あ
つ
て
、
水
は
そ
の
林
の
枝
葉
の
下
に
隠
れ
て

し
ま
ふ
の
で
あ
る
ら
し
い
。
此
方
か
ら
眺
め
る
と
、
林
の
あ
る
あ
た
り
が
い
か

に
も
清
い
美
し
い
仙
境
の
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
お
伽
噺
の
お
爺
さ
ん
や
お
嫗

さ
ん
の
住
ん
で
ゐ
る
村
は
、
き
つ
と
あ
ゝ
い
ふ
所
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
知
ら

ん
」
と
書
き
、
蘇
州
の
景
色
に
感
動
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、
谷
崎

は
、
絶
世
の
美
女
の
西
施
の
故
郷
に
来
て
、「
お
伽
噺
の
お
姫
様
と
し
て
よ
り
外

に
、
私
は
西
施
の
事
蹟
を
知
ら
な
い
。
そ
の
お
姫
様
の
故
郷
が
つ
い
眼
の
前
に

あ
る
の
か
と
思
ふ
と
、
日
本
歴
史
の
古
蹟
を
訪
ね
る
場
合
と
は
違
つ
て
、
非
常

に
遠
い
夢
の
や
う
に
遥
か
で
あ
つ
た
も
の
が
、
急
に
近
く
へ
や
つ
て
来
た
や
う

に
感
ぜ
ら
れ
る
。」
と
、
恐
ら
く
幼
少
時
代
読
ん
だ
漢
籍
を
思
い
出
し
た
の
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
同
時
に
「
ほ
ん
た
う
に
不
思
議
な
氣
持
が
す
る
」
と
告
白
す
る
。

し
か
し
、
南
国
が
谷
崎
を
魅
了
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
風
景
だ
け
で
は
な
く
、

食
べ
物
と
綺
麗
な
女
性
も
谷
崎
の
心
を
掴
ん
だ
と
言
え
る
。
谷
崎
は
子
供
の
頃

か
ら
中
国
料
理
が
好
き
で
あ
っ
た
。「
幼
少
時
代
」
（
前
出
）
や
多
く
の
随
筆
な

ど
で
、
支
那
料
理
店
の
偕
楽
園
主
人
と
の
付
き
合
い
に
関
す
る
記
述
が
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
。「
支
那
の
料
理
」
に
、「
私
は
ず
つ
と
小
さ
い
時
か
ら
支
那
料
理

が
好
き
で
あ
つ
た
。
そ
れ
と
云
ふ
の
は
、
東
京
の
有
名
な
支
那
料
理
屋
の
偕
楽

園
の
主
人
と
子
供
の
時
か
ら
同
窓
で
其
家
へ
よ
く
遊
び
に
往
つ
て
御
馳
走
に
な

つ
た
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
旅
行
中
の
中
国
料
理
に
つ
い
て
、「
此
の
間

支
那
へ
行
つ
た
時
も
本
場
の
支
那
料
理
を
食
ふ
と
云
ふ
事
が
主
な
樂
み
の
一
つ

と
な
つ
て
居
た
。」
（
「
支
那
の
料
理
」）
と
書
き
、
美
食
は
中
国
へ
の
憧
れ
の
一

つ
と
し
て
谷
崎
の
脳
裏
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
北
京
の
新
豊
樓
で

メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
と
、「
料
理
の
數
は
驚
く
勿
れ
五
百
種
以
上
に
上
つ
て
居
る
」

（
「
支
那
の
料
理
」
）
と
驚
き
、「
あ
ん
な
複
雜
な
料
理
を
拵
へ
て
そ
れ
を
鱈
腹
喰

ふ
國
民
は
兎
に
角
偉
大
な
國
民
だ
と
云
ふ
氣
持
が
す
る
。（
中
略
）
私
は
支
那
の

（
８
）
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國
民
性
を
知
る
に
は
支
那
料
理
を
喰
は
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
思
ふ
」
と
告
白
す

る
。
中
国
料
理
へ
の
傾
倒
は
、
谷
崎
の
「
支
那
趣
味
」
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

美
食
家
の
谷
崎
は
中
国
旅
行
か
ら
帰
っ
て
、
す
ぐ
「
美
食
倶
楽
部
」（
前
出
）
を

発
表
し
た
。「
谷
崎
的
中
国
体
験
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
す
で
に
立
派
に
移
植
さ
れ
て

い
る
」
「
美
食
倶
楽
部
」
の
巻
頭
に
、「
美
食
倶
楽
部
の
會
員
た
ち
が
美
食
を
好

む
こ
と
は
彼
等
が
女
色
を
好
む
の
に
も
譲
ら
な
か
つ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
谷
崎
自
身
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
谷
崎
は
南
京
の
秦
淮
を

旅
行
す
る
と
き
、「
南
京
一
流
の
飯
館
が
軒
を
並
べ
て
夜
の
更
け
る
ま
で
營
業
し

て
居
る
。
我
々
の
俥
は
其
等
の
一
つ
の
長
松
號
と
云
ふ
飯
館
の
前
で
と
停
ま
つ

た
」
（
「
秦
淮
の
夜
」
前
出
）
と
、
料
理
屋
に
入
っ
た
が
、
紹
興
酒
を
飲
み
な
が

ら
、「
ど
う
だ
ね
、
此
の
河
の
向
う
岸
に
は
大
分
藝
者
家
が
あ
る
さ
う
だ
が
、
別

嬪
が
澤
山
居
る
か
ね
」
と
、ガ
イ
ド
の
中
国
人
に
尋
ね
る
。其
の
答
え
は
「
え
ゝ
、

別
嬪
が
居
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
と
二
人
が
料
理
屋
を

出
る
と
き
、
も
う
十
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
が
、「
河
岸
通
り
を
東
へ
辿
つ
て
、
晝
間

そ
の
下
を
畫
舫
で
通
つ
た
利
渉
橋
の
ほ
と
り
に
出
る
。（
中
略
）
向
う
河
岸
は
狭

斜
の
巷
で
、
數
多
の
妓
館
が
參
差
と
し
て
」
い
る
と
こ
ろ
に
辿
り
着
い
た
。
こ

こ
で
、
何
軒
の
「
妓
館
」
を
回
る
が
、
値
段
が
高
い
と
、
女
が
気
に
入
ら
な
い

と
い
う
原
因
で
、
な
か
な
か
い
い
「
妓
館
」
が
見
つ
か
ら
な
い
。
最
後
に
辿
り

着
い
た
の
が
「
花
月
樓
」
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
体
験
を
ベ
ー
ス
に
、「
秦

淮
の
夜
」
が
生
ま
れ
た
。 

大
正
七
年
の
中
国
旅
行
が
谷
崎
の
「
支
那
趣
味
」
を
ま
す
ま
す
高
め
る
も
の

と
な
っ
た
。「
鶴
唳
」
は
ま
さ
に
秦
淮
体
験
へ
の
未
練
の
産
物
で
あ
る
こ
と
が
言

え
よ
う
。
七
年
間
中
国
に
居
た
靖
之
助
に
、
娘
が
「
支
那
は
い
ゝ
所
で
す
か
」

と
聞
い
た
が
、
靖
之
助
は
「
未
だ
に
消
え
や
ら
ぬ
夢
を
趁
ふ
や
う
な
眼
つ
き
を

し
て
、「
い
ゝ
所
だ
、
繪
の
や
う
な
國
だ
」」
と
答
え
る
。
そ
し
て
、
日
本
に
戻

っ
て
き
て
も
、
靖
之
助
は
身
の
回
り
の
生
活
を
出
来
る
だ
け
中
国
風
に
し
て
、

中
国
女
性
と
一
緒
に
住
み
、
中
国
語
し
か
話
さ
な
い
と
い
う
生
活
を
す
る
。
彼

の
作
っ
た
「
鎖
瀾
閣
」
は
ま
る
で
桃
源
郷
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
一
見
不
思

議
で
、
あ
り
得
な
い
話
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
に
潜
ん
で
い
る
の
は
作
家
の
強
烈

な
「
支
那
趣
味
」
で
あ
る
。「
鶴
唳
」
よ
り
約
半
年
前
に
発
表
さ
れ
た
「
支
那
趣

味
と
云
ふ
こ
と
」
に
、「
嘗
て
は
東
洋
の
藝
術
を
時
代
後
れ
と
し
て
眼
中
に
置
か

ず
、
西
歐
の
文
物
に
の
み
憧
れ
て
そ
れ
に
心
酔
し
た
人
々
が
、
或
る
時
期
が
来

る
と
結
局
日
本
趣
味
に
復
り
、
遂
に
支
那
趣
味
に
趨
つ
て
行
く
の
が
、
殆
ど
普

通
の
や
う
に
思
は
れ
る
。
特
に
洋
行
し
て
来
た
人
々
に
は
一
層
そ
れ
が
多
い
や

う
で
あ
る
」
と
、
洋
行
し
た
こ
と
の
あ
る
人
で
も
、
最
後
に
「
支
那
趣
味
」
に

走
る
と
言
い
切
る
。
さ
ら
に
、
谷
崎
は
「
支
那
趣
味
に
對
し
て
、
故
郷
の
山
河

を
望
む
や
う
な
不
思
議
な
あ
こ
が
れ
を
感
ず
る
」
と
告
白
し
た
り
も
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
、
彼
の
「
支
那
趣
味
」
が
極
端
に
現
れ
た
作
品
で
あ
る
「
鶴
唳
」

に
対
し
、
野
崎
歓
は
「
同
時
代
、
周
囲
の
作
家
た
ち
を
押
し
流
し
つ
つ
あ
っ
た

汎
日
本
語
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
し
、
こ
の
作
品
は
反
日
本
語
の
夢
を
突
き
つ

け
る
。
む
ろ
ん
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
反
抗
が
彼
の
至
上
命
令
だ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
こ
こ
で
も
ま
た
谷
崎
は
た
だ
、
自
ら
の
身
体
と
欲
望
と
に
あ
ま
り
に

忠
実
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
特
異
な
思
想
的
・
政
治
的
射
程
は
む

し
ろ
唖
然
と
す
る
ほ
ど
正
直
な
願
望
充
足
の
試
み
の
結
果
と
し
て
生
じ
て
く
る

に
す
ぎ
な
い
。
日
本
が
気
に
食
わ
な
い
、
日
本
の
暮
ら
し
が
嫌
だ
。
だ
か
ら
お

れ
は
中
国
人
に
変
身
す
る
の
だ
と
い
う
無
茶
で
ひ
た
す
ら
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
男
の
物
語
、
そ
れ
が
「
鶴
唳
」
な
の
で
あ
る
」
と
結
論
付
け
た
の
で
あ
る
。

野
崎
歓
の
見
解
に
首
肯
し
な
が
ら
も
、
一
つ
の
疑
問
が
残
る
。
谷
崎
は
日
本
で

桃
源
郷
を
作
り
上
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
後
に
照
子
の
殺
人
に
よ
っ
て
、

そ
の
桃
源
郷
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
結
末
か
ら
、
妻

（
９
）

（
10
）

（
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）
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と
子
供
の
幸
せ
を
犠
牲
に
し
て
造
っ
た
桃
源
郷
の
持
続
が
不
可
能
と
な
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
結
末
の
必
然
性
に
、
谷
崎
自
身
も
自
覚
し
て
い
る
と
言
え

る
。
そ
れ
で
も
、
谷
崎
は
こ
の
作
品
を
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
そ
の
後
の
中
国
に
対
す
る
谷
崎
の
態
度
に
関
す
る
一
種
の
暗
示
だ
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。 

実
は
、
谷
崎
の
、
こ
の
よ
う
な
「
支
那
趣
味
」
は
長
く
持
続
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
、「
桃
源
郷
」
の
崩
壊
と
言
え
よ
う
。
そ
の
崩
壊
が
、
つ

い
に
二
回
目
の
中
国
旅
行
の
時
に
起
き
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
五
年
一
月
十
三
日
、
長
崎
丸
で
上
海
に
旅
立
っ
た
。
内
山
完
造
を
通
じ

て
、
田
漢
、
郭
沫
若
、
欧
陽
予
倩
、
周
作
人
ら
と
の
交
流
も
実
現
で
き
た
。
同

年
二
月
十
四
日
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
今
回
の
旅
行
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
は
、

わ
ず
か
に
「
上
海
見
聞
録
」
、「
上
海
交
遊
記
」
だ
け
で
あ
る
。
内
容
か
ら
見
て

も
、
大
正
七
年
の
中
国
旅
行
に
よ
る
豊
作
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
谷
崎
は
大

正
十
五
年
の
中
国
旅
行
に
つ
い
て
、「
上
海
見
聞
録
」
に
、「
支
那
人
の
風
俗
な

ぞ
も
、
悪
く
西
洋
か
ぶ
れ
が
し
て
、
八
年
前
に
来
た
時
と
は
大
分
違
つ
た
印
象

を
受
け
た
。
気
に
入
つ
た
ら
ば
上
海
へ
一
戸
を
構
へ
て
も
い
い
く
ら
ゐ
に
思
つ

て
ゐ
た
私
は
、
大
い
に
失
望
し
て
帰
つ
た
。
西
洋
を
知
る
に
は
矢
張
り
西
洋
へ

行
か
な
け
れ
ば
駄
目
、支
那
を
知
る
に
は
北
京
へ
行
か
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
」

と
書
き
、
失
望
し
た
感
情
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
右
の
谷
崎
の
文
を
見
る
と
、
す

ぐ
に
芥
川
の
『
支
那
遊
記
』
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
芥
川
は
「
上
海
遊

記
」
に
、「
上
海
は
君
の
云
ふ
通
り
、
兎
に
角
一
面
で
は
西
洋
だ
か
ら
ね
。
善
か

れ
悪
か
れ
西
洋
を
見
る
の
は
、
面
白
い
事
に
違
ひ
な
い
ぢ
や
な
い
か
？
唯
此
処

の
西
洋
は
本
場
を
見
な
い
僕
の
眼
に
も
、
や
は
り
場
違
ひ
の
や
う
な
気
が
す
る

の
だ
」
と
書
き
、
谷
崎
の
「
西
洋
を
知
る
に
は
矢
張
り
西
洋
へ
行
か
な
け
れ
ば

駄
目
」
と
い
う
主
張
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
七
年
の
時
、
谷
崎
が
「
南

の
方
へ
来
れ
ば
来
る
程
、
朝
鮮
や
満
州
で
金
を
使
つ
た
の
が
惜
し
く
て
な
ら
な

か
つ
た
」
（
「
支
那
旅
行
」
前
出
）
と
言
う
ほ
ど
、
南
の
方
が
気
に
入
っ
た
が
、

大
正
十
五
年
の
時
、「
支
那
を
知
る
に
は
北
京
へ
行
か
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
」

と
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
。 

し
か
し
、
風
物
に
失
望
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
谷
崎
の
大
正
十
五
年
の
中

国
旅
行
は
決
し
て
失
敗
し
た
旅
行
と
は
言
え
な
い
。そ
の
最
大
な
収
穫
と
し
て
、

谷
崎
の
上
海
文
人
た
ち
と
の
交
流
が
挙
げ
ら
れ
る
。
谷
崎
は
大
正
七
年
以
来
、

中
国
の
文
人
と
交
流
し
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
大
正
七
年
に
支
那
へ
来
た
時
、

北
京
で
も
上
海
で
も
新
し
い
文
士
創
作
家
に
會
ひ
た
い
と
思
つ
て
、
い
ろ
／
＼

手
蔓
を
求
め
て
見
た
が
、
そ
の
時
分
の
中
華
民
國
に
は
、
さ
う
云
ふ
人
は
一
人

も
な
か
つ
た
」（
「
上
海
交
遊
記
」）
と
無
念
が
っ
て
い
る
。
大
正
十
五
年
の
旅
行

で
は
、
大
正
七
年
か
ら
の
そ
う
し
た
念
願
が
実
現
で
き
た
。
谷
崎
は
「
上
海
見

聞
録
」
の
冒
頭
で
、「
今
度
上
海
へ
出
か
け
て
行
つ
て
一
番
愉
快
だ
つ
た
こ
と
は
、

彼
の
地
の
若
い
芸
術
家
連
と
の
交
際
で
あ
つ
た
」
と
書
く
。
現
地
の
中
国
人
芸

術
家
と
の
交
流
は
谷
崎
の「
支
那
趣
味
」
の
も
う
一
つ
の
側
面
を
引
き
出
し
た
。

そ
れ
は
彼
の
「
支
那
趣
味
」
は
単
に
中
国
料
理
、
女
性
、
風
景
、
或
は
古
典
中

国
へ
の
関
心
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
現
代
中
国
の
文
学
・
芸
術
へ
の
関
心
も
あ

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。「
上
海
交
遊
記
」
に
よ
る
と
、
内
山
書
店
の
二
階
で
「
顔

つ
な
ぎ
の
會
」
が
あ
り
、
谷
崎
は
そ
こ
で
田
漢
や
郭
沫
若
ら
と
交
流
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
交
流
の
内
実
が
「
上
海
交
遊
記
」
に
書
か
れ
て
い
る
。
谷
崎
は
、

中
国
文
人
に
関
す
る
基
本
情
報
を
上
海
の
北
四
川
路
の
阿
瑞
里
に
あ
る
内
山
書

店
か
ら
獲
得
し
た
。「
私
は
そ
こ
で
茶
を
呼
ば
れ
な
が
ら
、
支
那
青
年
の
現
状
に

就
い
て
主
人
の
語
る
と
こ
ろ
を
聞
い
た
」
と
い
う
描
写
か
ら
は
、
中
国
の
若
い

世
代
へ
の
興
味
が
窺
え
る
。
続
い
て
、「
顔
つ
な
ぎ
の
會
」
で
、「
食
卓
の
會
話

は
、
や
が
て
支
那
の
文
壇
劇
壇
の
状
況
に
移
つ
た
。（
中
略
）
日
本
の
作
者
で
最

（
12
） 

（
13
）

（
14
） 
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も
廣
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
武
者
小
路
氏
と
菊
池
氏
で
あ
る
。（
中
略
）
田
漢

君
が
性
急
に
頷
い
て
、「
劇
壇
の
方
も
矢
張
日
本
の
あ
の
時
代
と
同
じ
程
度
に
あ

る
ん
で
す
。（
以
下
略
）」」
と
、
文
壇
状
況
と
劇
壇
状
況
に
つ
い
て
も
話
を
交
わ

し
た
よ
う
で
あ
る
。
田
漢
や
郭
沫
若
は
、
谷
崎
の
宿
泊
し
て
い
た
ホ
テ
ル
を
訪

ね
、
自
分
の
苦
悩
と
悩
み
を
谷
崎
に
打
ち
明
け
た
。 

 

両
君
と
も
に
現
代
支
那
の
青
年
の
惱
み
を
率
直
に
語
る
。
わ
れ
／
＼
の
國

の
古
い
文
化
は
、目
下
西
洋
の
文
化
の
た
め
に
次
第
に
驅
逐
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
。

産
業
組
織
は
改
革
さ
れ
、
外
國
の
資
本
が
流
入
し
て
来
て
、
う
ま
い
汁
は
み

ん
な
彼
等
に
吸
は
れ
て
し
ま
ふ
。（
中
略
）「
日
本
と
支
那
と
は
違
ひ
ま
す
。

現
在
の
支
那
は
獨
立
國
で
は
な
い
ん
で
す
。
日
本
は
金
を
借
り
て
来
て
自
分

で
そ
れ
を
使
ふ
ん
で
す
。
わ
れ
／
＼
の
國
で
は
外
國
人
が
勝
手
に
や
つ
て
来

て
、
わ
れ
／
＼
の
利
益
も
習
慣
も
無
視
し
て
彼
等
自
ら
此
の
國
の
地
面
に
都

會
を
作
り
、
工
場
を
建
て
る
ん
で
す
。 

 

（
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
十
巻
） 

 
 
 
 

 
 

右
の
文
か
ら
、
田
漢
と
郭
沫
若
の
、
谷
崎
に
対
す
る
信
頼
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
二
人
に
対
し
て
、
谷
崎
は
「
両
君
の
言
説
は
夜
の
更
け
る
迄
縷
々

と
し
て
盡
き
な
い
。
私
は
一
々
尤
も
で
あ
る
と
思
つ
た
。
假
に
両
君
の
観
察
に

誤
つ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
し
て
も
、（
私
は
あ
る
と
は
信
じ
な
い
）
両
君
の
胸
を

暗
く
し
て
ゐ
る
悩
み
そ
の
も
の
は
、尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」

（
「
上
海
交
遊
記
」
）
と
言
い
、
二
人
へ
の
同
情
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
、

旅
行
中
、
谷
崎
は
欧
陽
予
倩
に
家
ま
で
招
か
れ
て
、
一
緒
に
旧
暦
の
正
月
を
迎

え
て
も
い
る
。「
上
海
交
遊
記
」
の
最
後
の
「
田
漢
君
に
送
る
手
紙
」
に
、
田
漢

と
一
緒
に
欧
陽
家
を
訪
れ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
谷
崎
は
「
家
族
の
人
々

と
楽
し
い
年
越
し
の
夜
を
過
し
た
の
が
、い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
言
い
、

欧
陽
の
お
母
さ
ん
に
「
此
の
遠
く
か
ら
や
つ
て
来
た
一
人
の
旅
人
に
、
あ
な
た

を
『
お
母
さ
ん
』
と
呼
ば
し
て
下
さ
い
」
と
告
白
す
る
。
谷
崎
の
、
大
正
十
五

年
の
中
国
旅
行
を
き
っ
か
け
と
す
る
、
中
国
文
人
た
ち
と
の
交
流
は
晩
年
ま
で

続
い
た
。
昭
和
三
十
二
年
二
月
に
、「
心
」
に
発
表
さ
れ
た
「
欧
陽
予
倩
君
の
長

詩
」
か
ら
、
そ
の
交
流
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。「
此
の
間
欧
陽
予
倩
君
が
京
劇
の

一
行
と
来
朝
し
た
時
、
私
は
三
十
年
ぶ
り
に
君
を
箱
根
ホ
テ
ル
に
迎
へ
て
久
濶

を
叙
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
「
昨
夜
あ
な
た
の
こ
と
を
詩
に
作
つ
て
み
ま
し

た
」
と
云
つ
て
、
君
は
萬
年
筆
で
書
い
た
左
の
如
き
五
言
古
詩
の
詩
稿
を
示
し

た
」
と
書
き
、
自
分
の
た
め
に
書
い
て
く
れ
た
欧
陽
予
倩
の
詩
を
紹
介
す
る
。

そ
の
詩
は
長
い
た
め
、
こ
こ
で
の
引
用
は
省
略
す
る
。
た
だ
、
本
文
に
お
い
て
、

谷
崎
が
詩
に
関
す
る
感
想
な
ど
を
書
い
て
な
い
が
、「
欧
陽
さ
ん
は
箱
根
で
別
れ

て
數
日
後
、
東
京
の
テ
イ
ト
ホ
テ
ル
に
落
ち
着
い
て
か
ら
、
前
記
の
詩
を
改
め

て
毛
筆
で
し
た
ゝ
め
て
、わ
ざ
／
＼
熱
海
の
私
の
と
こ
ろ
ま
で
届
け
て
く
れ
た
。

今
雪
後
庵
の
客
間
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
横
に
長
い
額
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
」
と
感

激
し
て
い
る
様
子
は
窺
え
る
。 

し
か
し
、
中
国
文
人
と
の
交
流
が
続
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
正
十

五
年
以
後
、
谷
崎
は
二
度
と
中
国
に
渡
ら
な
か
っ
た
。
西
洋
か
ぶ
れ
の
南
方
に

対
す
る
失
望
か
ら
の
結
果
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
が
、
し
か
し
、
現
代
中
国
の

文
壇
へ
の
関
心
を
抱
い
て
い
た
点
は
、
注
目
に
値
す
る
。 

  
 
 
 

四 
 

芥
川
も
谷
崎
と
同
じ
く
、幼
少
時
か
ら
漢
文
に
親
し
ん
で
き
た
作
家
で
あ
る
。

養
家
の
芥
川
家
は
、
代
々
江
戸
幕
府
の
御
奥
坊
主
を
つ
と
め
た
旧
家
で
、
江
戸

趣
味
の
濃
い
家
で
あ
る
。
家
族
全
員
が
文
学
や
美
術
や
演
劇
を
好
ん
で
、
書
架
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に
は
多
く
の
本
が
並
ん
で
い
た
。
主
人
の
道
章
は
南
画
、
篆
刻
、
俳
句
に
打
ち

込
み
、
盆
栽
に
親
し
む
と
い
う
多
趣
味
な
人
間
で
あ
り
、
ま
た
一
家
揃
っ
て
一

中
節
を
習
い
、
芝
居
を
観
に
出
か
け
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
古
風
な
家
庭
環
境
は
、
芥
川
を
同
年
代
の
子
供
よ
り
早
く
漢
学
に
親
し
ま
せ

た
。
後
年
に
書
か
れ
た
「
追
憶
」
の
「
草
双
紙
」
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ

る
。 

 

僕
の
家
の
本
箱
に
は
草
双
紙
が
一
ぱ
い
つ
ま
つ
て
ゐ
た
。
僕
は
も
の
心
の

つ
い
た
頃
か
ら
こ
れ
等
の
草
双
紙
を
愛
し
て
ゐ
た
。
殊
に
「
西
遊
記
」
を
翻

案
し
た
「
金
比
羅
利
生
記
」
を
愛
し
て
ゐ
た
。「
金
比
羅
利
生
記
」
の
主
人
公

は
或
は
僕
の
記
憶
に
残
つ
た
第
一
の
作
中
人
物
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
岩

裂
の
神
と
云
ふ
、
兜
巾
鈴
懸
け
を
装
つ
た
、
目
な
ざ
し
の
恐
し
い
大
天
狗
だ

つ
た
。（
全
集
第
十
三
巻
） 

 

草
双
紙
か
ら
、
中
国
古
典
文
学
の
名
著
で
あ
る
『
西
遊
記
』
を
知
っ
た
と
い

う
か
ら
、
そ
の
出
会
い
は
か
な
り
早
い
と
推
測
で
き
る
。
成
人
に
な
っ
て
も
、

芥
川
は
『
西
遊
記
』
を
ず
っ
と
愛
し
続
け
て
い
た
。「
愛
読
書
の
印
象
」
に
お
い

て
、
芥
川
は
、「
子
供
の
時
の
愛
読
書
は
「
西
遊
記
」
が
第
一
で
あ
る
。
こ
れ
等

は
今
日
で
も
僕
の
愛
読
書
で
あ
る
。
比
喩
談
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
傑
作
は
、
西

洋
に
は
一
つ
も
な
い
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
名
高
い
バ
ン
ヤ
ン
の
「
天
路
歴
程
」

な
ど
も
到
底
こ
の
「
西
遊
記
」
の
敵
で
は
な
い
」
と
回
想
し
て
い
る
。 

ま
た
、
芥
川
は
「
私
の
文
壇
に
出
る
ま
で
」
に
お
い
て
、「
私
は
十
位
の
時
か

ら
、
英
語
と
漢
学
を
習
つ
た
、
高
等
小
学
の
三
年
か
ら
第
三
中
学
に
入
つ
た
。

恰
度
上
級
に
は
後
藤
末
雄
、
久
保
田
萬
太
郎
の
両
氏
が
会
っ
た
。
私
は
大
層
お

と
な
し
か
つ
た
。
そ
し
て
書
く
こ
と
は
好
き
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
五
年
の
時

に
た
だ
一
度
学
校
の
雑
誌
に
『
義
仲
論
』
と
い
う
論
文
を
出
し
た
き
り
で
、
将

来
歴
史
家
に
な
ろ
う
と
思
つ
て
い
た
。」
と
追
憶
し
て
い
る
が
、
実
は
漢
学
と
も

っ
と
早
く
か
ら
親
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
岩
波
書
店
の
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』

（
全
二
十
四
巻
）
に
あ
る
芥
川
の
年
譜
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
彼
が
中
国
の
古

典
に
出
会
っ
た
の
は
、
非
常
に
早
い
こ
と
が
分
か
る
。 

一
八
九
九
（
明
治
三
十

二
年)

年
、
芥
川
は
満
七
歳
の
時
、
芥
川
家
の
一
中
節
の
師
匠
宇
治
紫
山
の
一
人

息
子
、
大
野
勘
一
（
当
時
東
京
府
給
仕
。
龍
之
介
の
七
歳
年
長
）
に
つ
い
て
、

英
語
と
漢
文
と
習
字
を
勉
強
し
始
め
て
い
た
。
こ
の
頃
の
こ
と
が
、「
追
憶
」
の

「
学
問
」
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

僕
は
小
学
校
へ
は
ひ
つ
た
時
か
ら
、
こ
の
「
お
師
匠
さ
ん
」（
宇
治
紫
山 

引

用
者
注
）
の
一
人
息
子
に
英
語
と
漢
文
と
習
字
を
習
つ
た
。
が
、
ど
れ
も
進

歩
し
な
か
つ
た
。
唯
英
語
は
T
や
D
の
発
音
を
覚
え
た
位
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
僕
は
夜
に
な
る
と
、
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
リ
イ
ダ
ア
や
日
本
外
史
を
か
か
へ
、

せ
つ
せ
と
相
生
町
二
丁
目
の
「
お
師
匠
さ
ん
」
の
家
へ
通
つ
て
行
つ
た
。 

 

（
全
集
第
十
三
巻
） 

 

先
に
挙
げ
た
年
譜
に
よ
る
と
、
芥
川
が
小
学
校
に
入
っ
た
の
は
、
一
八
九
八

（
明
治
三
十
一
）
年
の
四
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
の
七
月
ご
ろ
、
漢
文
を
習

い
始
め
た
と
い
う
。
右
の
引
用
文
か
ら
、
当
時
の
様
子
が
大
体
窺
え
る
。
こ
う

い
う
経
歴
が
あ
る
が
故
に
、
芥
川
が
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
後
も
、
中
国

に
因
縁
の
あ
る
作
品
を
数
多
く
書
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
小
説
を
年
代
順

に
挙
げ
て
み
よ
う
。 

 「
酒
虫
」 
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
六
月 

「
新
思
潮
」 

典
拠
『
聊
斎
志

（
15
） 

（
16
） 

（
17
） 
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異
』
巻
十
四
「
酒
虫
」 

「
仙
人
」 

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
八
月 

「
新
思
潮
」 

典
拠
『
聊
斎
志

異
』
巻
二｢
鼠
戯｣

、
巻
十
四
「
雨
銭
」 

「
黄
梁
夢
」 
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
十
月 

発
表
誌
不
詳 

典
拠 

沈
既

済
『
枕
中
記
』 

「
英
雄
の
器
」
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
十
一
月
？ 

「
人
文
」 

典
拠
『
通

俗
漢
楚
軍
談
』
巻
十
二 

「
首
か
ら
落
ち
た
話
」
一
九
一
八
（
大
正
七
）
一
月 

「
新
潮
」 

典
拠
『
聊

斎
志
異
』
巻
三
「
諸
城
某
甲
」 

「
尾
生
の
信
」
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
月 

「
中
央
文
学
」 

典
拠
『
荘

子
』「
盗
跖
篇
」
、『
史
記
』「
蘇
秦
傳
」
な
ど 

 

「
杜
子
春
」 

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
七
月 
「
赤
い
鳥
」 

典
拠 

鄭
還

古
「
杜
子
春
伝
」 

「
秋
山
図
」
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
一
月 

「
改
造
」 
典
拠 

惲
南
田
「
記

秋
山
図
之
始
末
」
（
今
岡
次
磨
『
東
洋
画
論
集
成
』
上
、
大
正
四
刊
） 

「
奇
遇
」
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
四
月 

「
中
央
公
論
」 
典
拠
『
剪
燈
新

話
』
巻
二
「
渭
塘
奇
遇
記
」 

「
仙
人
」 

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
四
月 

「
サ
ン
デ―

毎
日
」 
典
拠

『
聊
斎
志
異
』
巻
一
「
労
山
道
士
」 

「
女
仙
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
六
月 

「
譚
海
」 

典
拠
『
女
仙
傳
』「
西

河
少
女
」 

 

右
の
作
品
を
見
て
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
大
正
十
年
三
月
よ
り
前
に
書
か

れ
た
作
品
の
数
の
ほ
う
が
多
く
、
以
後
の
作
品
が
少
な
い
。
こ
う
い
う
傾
向
を

解
明
す
る
に
は
、
芥
川
の
大
正
十
年
の
中
国
旅
行
を
ま
ず
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

芥
川
が
、
毎
日
新
聞
の
特
派
員
と
し
て
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
の
三
月

下
旬
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
の
約
四
ヶ
月
か
け
て
行
っ
た
中
国
旅
行
は
、
周
知
の

事
実
で
あ
る
。
こ
の
百
二
十
余
日
の
間
に
、
上
海
、
南
京
、
九
江
、
漢
口
、
長

沙
、
洛
陽
、
北
京
、
大
同
、
天
津
な
ど
の
地
を
遍
歴
し
た
。
日
本
に
帰
っ
た
後
、

「
上
海
遊
記
」「
江
南
遊
記
」
「
長
江
遊
記
」
「
北
京
日
記
抄
」「
雑
信
一
束
」
を

書
き
、
後
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
『
支
那
遊
記
』
と
い
う
一
冊
の
本
に
収
め
ら
れ

た
。
右
の
作
品
か
ら
、
大
正
十
年
の
中
国
旅
行
は
芥
川
に
と
っ
て
決
し
て
愉
快

な
旅
行
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
最
初
の
到
着
地
の
上
海
を
見
て
、
芥

川
は
「
現
代
の
支
那
な
る
も
の
は
、
詩
文
に
あ
る
や
う
な
支
那
ぢ
や
な
い
。
猥

褻
な
、
残
酷
な
、
食
意
地
の
張
つ
た
、
小
説
に
あ
る
や
う
な
支
那
で
あ
る
。」（
「
上

海
遊
記
」
八
「
城
内
」（
下
））
と
い
う
否
定
的
な
評
価
を
下
し
た
。
そ
の
次
に
、

西
湖
を
「
泥
池
」（
「
江
南
遊
記
」
）
と
見
た
り
、
日
本
人
に
馴
染
み
深
い
「
姑
蘇

城
外
寒
山
寺
」（
張
継
）
の
寒
山
寺
に
対
し
て
も
、「
俗
悪
恐
る
べ
き
建
物
だ
か

ら
、
到
底
月
落
ち
鳥
啼
く
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
ぢ
や
な
い
。」
（「
江
南
遊
記
」
）
と
毒

舌
を
吐
い
た
り
、「
南
京
の
基
督
」
（
大
正
九
年
）
の
舞
台
と
し
て
の
秦
淮
を
、

「
秦
淮
は
平
凡
な
る
溝
川
な
り
。（
中
略
）
今
日
の
秦
淮
は
俗
臭
紛
紛
た
る
柳
橋

な
り
。」（
同
右
）
と
罵
倒
し
て
い
る
。
そ
の
次
の
「
長
江
遊
記
」
で
は
、「
私
は

支
那
を
愛
さ
な
い
。
愛
し
た
い
に
し
て
も
愛
し
得
な
い
。
こ
の
国
民
的
腐
敗
を

目
撃
し
た
後
も
、
な
お
且
支
那
を
愛
し
得
る
も
の
は
、
頽
唐
を
極
め
た
セ
ン
ジ

ユ
ア
リ
ス
ト
と
か
、
浅
薄
な
る
支
那
趣
味
の
倘
怳
者
で
あ
ろ
う
。」
と
書
き
、
中

国
へ
の
嫌
悪
感
を
顕
に
し
た
。
た
だ
、
今
回
の
旅
行
で
芥
川
に
気
に
入
ら
れ
た

と
こ
ろ
は
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
北
京
で
あ
る
。
北
京
に
到
着
草
々
、
芥
川
は
、

「
北
京
に
あ
る
事
三
日
既
に
北
京
に
惚
れ
こ
み
候
、
僕
東
京
に
住
む
能
は
ざ
る

も
北
京
に
住
ま
ば
本
望
な
り
昨
夜
三
慶
園
に
戯
を
聴
き
帰
途
前
門
を
過
ぐ
れ
ば

（
18
） 

（
19
） 

（
20
） 

（
21
） 

（
22
） 

（
23
） 
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門
上
弦
月
あ
り
そ
の
景
色
何
と
も
云
へ
ず
北
京
の
壮
大
に
比
ぶ
れ
ば
上
海
の
如

き
は
蛮
市
の
み
」
と
、
友
人
宛
の
書
簡
で
北
京
と
上
海
を
比
較
し
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
、
書
簡
の
「
僕
は
毎
日
支
那
服
を
着
て
は
芝
居
ま
は
り
を
し
て
ゐ
ま
す
」

と
、「
花
合
歓
に
風
吹
く
と
こ
ろ
支
那
服
を
着
つ
つ
わ
が
行
く
姿
を
思
へ
」
と
い

う
文
面
か
ら
、
好
ん
で
中
国
服
を
着
て
北
京
市
内
を
飛
び
回
っ
て
い
る
芥
川
の

姿
が
想
像
で
き
よ
う
。
ま
た
「
僕
は
ま
だ
少
時
北
京
に
ゐ
る 

芝
居
、
建
築
、

絵
画
、
書
物
、
芸
者
、
料
理
、
す
べ
て
北
京
が
好
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
と
に

か
く
北
京
を
気
に
入
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。こ
の
よ
う
な
書
簡
だ
け
で
は
な
く
、

「
北
京
日
記
抄
」
で
も
、「
上
海
遊
記
」
に
見
え
る
嘲
笑
め
い
た
態
度
は
一
変
し

て
、
北
京
を
熱
く
語
っ
て
い
る
芥
川
が
、
紙
面
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。 

芥
川
が
北
京
を
気
に
入
っ
た
理
由
を
、進
藤
純
孝
は
、「
ど
ち
ら
か
と
言
へ
ば
、

芥
川
自
身
の
愛
す
る
漢
詩
や
南
画
に
縁
の
あ
る
所
を
探
り
、
あ
る
ひ
は
鬼
狐
の

譚
の
舞
台
を
確
か
め
る
と
い
つ
た
風
の
も
の
で
、
か
な
り
気
儘
な
も
の
で
あ

る
。」
と
評
価
し
、
青
柳
達
雄
は
「
「
支
那
遊
記
」
の
中
で
、
北
京
の
芥
川
だ
け

は
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。（
中
略
）支
那
服
を
着
こ
ん
で
毎
日
北
京
の
街
を
「
東

奔
西
走
し
て
」
い
る
芥
川
の
様
子
が
、
い
か
に
も
楽
し
げ
に
見
え
る
の
は
政
治

向
き
の
話
で
な
く
、
画
や
書
や
芝
居
と
い
っ
た
芸
術
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。」
と
述
べ
た
。
両
氏
は
芥
川
の
北
京
が
好
き
に
な
っ
た
理
由
を
、
芸

術
へ
の
陶
酔
を
北
京
か
ら
得
た
た
め
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

両
氏
の
見
解
に
同
感
で
あ
る
。
後
年
、
芥
川
は
、「
北
京
日
記
抄
」
を
発
表
す
る

直
後
の
談
話
で「
僕
の
あ
る
い
て
一
番
好
き
な
所
と
い
つ
た
ら
北
京
で
せ
う
ね
。

ふ
る
い
、
い
か
に
も
悠
々
と
し
た
街
と
人
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
掩
ひ
つ

く
す
程
の
青
青
と
し
た
樹
立
、
あ
れ
ほ
ど
調
和
の
と
れ
た
感
じ
の
よ
い
都
は
な

い
と
思
ひ
ま
す
。」
と
語
っ
て
い
る
。芥
川
に
と
っ
て
、南
か
ら
北
へ
の
北
上
は
、

あ
た
か
も
現
代
か
ら
過
去
へ
の
旅
の
よ
う
で
あ
る
。
文
学
的
に
言
う
と
、
北
京

を
代
表
と
す
る
古
典
的
な
中
国
は
、
芥
川
文
学
の
母
胎
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
で

も
あ
る
。
現
代
生
活
に
疲
れ
た
彼
は
過
去
の
中
で
、
芸
術
的
な
感
激
を
得
、
大

陸
的
な
気
分
に
癒
さ
れ
た
。
当
時
に
お
い
て
、
恐
ら
く
、
芥
川
は
、
無
意
識
に

桃
源
郷
と
し
て
中
国
を
求
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

芥
川
が
旅
行
前
、
書
物
や
谷
崎
潤
一
郎
の
中
国
旅
行
の
作
品
か
ら
獲
得
し
た

中
国
像
は
、近
代
国
家
に
入
る
前
の
、ま
だ
昔
の
古
色
蒼
然
た
る
世
界
で
あ
る
。

そ
れ
こ
そ
彼
の
求
め
て
い
た
中
国
で
あ
り
、
彼
の
持
っ
て
い
る
「
支
那
趣
味
」

の
内
実
で
あ
る
。 

  
 
 
 

五 
 

以
上
を
通
じ
て
、
谷
崎
と
芥
川
の
「
支
那
趣
味
」
を
見
て
き
た
。
谷
崎
と
芥

川
の
「
支
那
趣
味
」
は
大
正
期
の
作
家
の
「
支
那
趣
味
」
を
代
表
し
て
い
る
と

は
、
直
接
的
に
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
大
正
期
の
「
支
那
趣
味
」
の
一
端
を
か

い
ま
見
る
こ
と
の
出
来
る
例
で
あ
る
と
言
え
る
。
大
正
期
、「
支
那
趣
味
」
を
持

つ
作
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
存
在
で
は
な
く
、
常
に
互
い
に
刺
激
し
あ
い
、

「
支
那
趣
味
」
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
谷
崎
潤

一
郎
は
中
国
旅
行
の
時
、
奉
天
の
杢
太
郎
の
家
に
十
日
間
ほ
ど
滞
在
し
た
。
二

人
は
一
緒
に
中
華
料
理
を
食
べ
た
り
、
芝
居
を
見
た
り
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
春

夫
は
、
谷
崎
や
芥
川
と
の
親
交
が
厚
い
の
だ
が
、
こ
れ
に
は
「
支
那
趣
味
」
仲

間
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
る
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
谷
崎
は
佐
藤
の
「
李
太

白
」（
前
出
）
を
出
版
社
に
推
薦
し
、
芥
川
の
「
南
京
の
基
督
」
は
谷
崎
の
「
秦

淮
の
夜
」
に
刺
激
さ
れ
て
、
創
作
さ
れ
た
こ
と
も
有
名
な
事
実
で
あ
る
。
さ
ら

に
言
え
ば
『
上
海
』（
一
九
三
二
）
を
書
い
た
横
光
利
一
に
中
国
旅
行
を
勧
め
た

の
は
、
芥
川
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
正
作
家
の
「
支
那
趣
味
」
は
そ
れ
ぞ
れ

（
24
） 

（
25
） 

（
26
） 

（
27
） 

（
28
） 

（
29
） 

（
30
） 

（
31
） 
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の
個
性
を
保
ち
な
が
ら
も
、共
通
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。そ
の
共
通
点
は
、

中
国
古
典
へ
の
回
帰
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
言
う
と
、
ロ
マ
ン
派
の
谷
崎
に
対
し
て
、

理
知
派
の
芥
川
が
い
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
、
富
国
強
兵
の
近
代
日
本
に
対

す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、「
古
き
、
良
き
」
中
国
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。 

  

（
こ
の
論
文
は
北
京
科
技
大
学
冶
金
学
院
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｙ
Ｊ
２
０
１
０
―

０
２
６
の
中
間
報
告
で
あ
る
） 

 

注 （
１
）『
支
那
雑
記
』
は
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
の
十
月
十
八
日
に
、
大
道
書
房
に
よ
っ

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
菊
判�

＋
三
一
八
頁
。
定
価
三
円
。
紙
装
。
題
字
・

堀
口
九
萬
一
で
、
装
幀
意
匠
・
著
者
。
全
二
十
二
篇
で
あ
る
。 

（
２
）「
幼
年
時
代
」「
文
藝
春
秋
」
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
四
月
號
～
一
九
五
六
（
昭

和
三
十
一
）
年
三
月
號 

こ
こ
で
は
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』（
第
十
七
巻 

一
九
八
二

（
昭
和
五
十
七
）
年
九
月
）
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。 

（
３
）
同
右 

（
４
）
初
出
は
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
六
月
の
「
心
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
谷
崎

潤
一
郎
全
集
』
（
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
九
月
）
第
二
十
二
巻
を
使
用
す
る
。 

（
５
）
初
出
は
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
一
月
の
「
中
央
公
論
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
谷

崎
潤
一
郎
全
集
』（
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
九
月
）
第
二
十
二
巻
を
使
用
す
る
。 

（
６
）
初
出
は
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
十
二
月
の
「
新
思
潮
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』（
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
九
月
）
第
一
巻
を
使
用
し
て

い
る
。 

（
７
）『
日
中
比
較
文
学
上
の
『
孔
子
』
』 

ゆ
ま
に
書
房 

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
三
月

二
十
六
日 

（
８
）
初
出
、「
大
阪
朝
日
新
聞
」
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
十
月 

こ
こ
で
『
谷
崎
潤
一
郎

全
集
』（
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
九
月
）
第
二
十
二
巻
を
使
用
す
る
。 

（
９
）『
谷
崎
潤
一
郎
と
異
国
の
言
語
』
第
二
章
「「
貴
い
大
陸
」
の
言
葉―

「
鶴
唳
」」
野
崎

歓 

人
文
書
院 

二
〇
〇
三
年
五
月
三
十
日 

（
10
）「
中
央
公
論
」
一
九
二
二
年
一
月 

（
11
）
『
谷
崎
潤
一
郎
と
異
国
の
言
語
』
第
二
章
「「
貴
い
大
陸
」
の
言
葉―

「
鶴
唳
」
」
野

崎
歓 

人
文
書
院 

二
〇
〇
三
年
五
月
三
十
日 

（
12
）「
文
藝
春
秋
」
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
五
月 

（
13
）「
女
性
」
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
六
月
～
八
月 

（
14
）「
大
阪
毎
日
新
聞
」
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
八
月
十
七
日
～
九
月
十
二
日 

（
15
）
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
四
月
一
日
発
行
の
「
文
芸
春
秋
」
第
四
年
第
四
号
か
ら

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
二
月
一
日
発
行
の
同
雑
誌
第
五
年
第
二
号
ま
で
、
十
一
回

に
わ
た
っ
て
連
載
。
岩
波
書
店
の
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』（
全
二
十
四
巻
全
集
第
十
三

巻 

（
16
）「
文
章
倶
楽
部
」
第
五
年
第
八
号 

一
九
二
〇
年
八
月
一
日 

岩
波
書
店
『
芥
川
龍

之
介
全
集
』（
全
二
十
四
巻
）
第
六
巻 

（
17
）「
文
章
倶
楽
部
」
大
正
六
年
八
月
一
日 

岩
波
書
店
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』（
全
二
十

四
巻
）
第
二
巻 

（
18
）
大
正
十
年
八
月―

九
月
、
大
阪
毎
日
新
聞
に
連
載 

（
19
）
大
正
十
一
年
一
月―

二
月
、
大
阪
毎
日
新
聞
に
連
載 

（
20
）「
女
性
」
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
九
月 

岩
波
書
店
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』（
全

二
十
四
巻
）
第
十
一
巻 

（
21
）
大
正
十
四
年
六
月
「
改
造
」
に
発
表 

（
22
）
大
正
十
四
年
十
一
月
『
支
那
遊
記
』
改
造
社
刊 

（
23
）
大
正
十
四
年
十
一
月
、
改
造
社
刊 

（
24
）
一
九
二
一
年
六
月
二
十
四
日
付 

瀧
井
孝
作
宛 

（
25
）
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
六
月
二
十
四
付 

中
原
虎
雄
宛 

 

（
26
）
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
六
月
二
十
七
推
定 

小
穴
隆
一
宛 

（
27
）
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
六
月
二
十
七
日
付 

恒
藤
恭
宛 

（
28
）
『
芥
川
龍
之
介
』
河
出
書
房
新
社 

一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
十
一
月 

河
出

書
房
新
社 

（
29
）「
芥
川
龍
之
介
と
近
代
中
国
序
説
（
承
前
）」「
関
東
学
園
大
学
紀
要
」
第
十
六
号 

一

（
32
） 
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九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
一
二
月 

（
30
）「
旅
の
お
も
ひ
で
（
長
崎
、
北
京
、
京
都
）」「
東
京
日
日
新
聞
」
一
九
二
五
年
六
月

二
十
、
二
十
一
日 

（
31
）
こ
こ
は
西
原
大
輔
の
『
谷
崎
潤
一
郎
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
（
二
〇
〇
三
年
七
月 

中
央
公
論
新
社
）
を
参
考
に
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。 

（
32
）
佐
藤
春
夫
は
生
涯
三
回
中
国
に
渡
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
回
目
の
旅
行
か
ら
生
ま
れ

た
「
南
方
紀
行
」
を
、
川
本
三
郎
は
「「
極
上
の
機
嫌
」
で
台
湾
や
中
国
の
厦
門
を
ま

る
で
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
る
」
（『
大
正
幻
影
』
新
潮
社 

一
九
九
〇

年
十
月
）
と
指
摘
す
る
。 

 




